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米子城 魅せる！プロジェクト2016 

米子城フォーラム 「城メグリストとお城博士の米子城わくわく講座」 

                 ・日 時  平成２８年１０月１日（土） 

                       １３：００～１６：３０ 

                 ・場 所  ふれあいの里 大会議室 

 

●講演２ 

 「３番勝負！ここがすごいぞ米子城」 

            萩原 さちこ 氏（城郭ライター・編集者） 

  

○司会 続きまして、次の講演に移らせていただきます。「３番勝負！ここがすごいぞ米子城」

と題しまして、城郭ライター、萩原さちこさんのご講演です。 

  ここで簡単ではありますが、講師の萩原さちこさんのプロフィールをご紹介させていただき

ます。萩原さちこさんは、小学校２年生で城に魅せられてから城めぐりがライフワークになり、

印刷会社、出版社、制作会社、広告代理店などの勤務を経て独立。現在はフリーライターとし

て執筆業を中心に、テレビ、ラジオなどのメディア出演、イベント出演、講演、講座、ガイド

のほか、お城イベントプロジェクト「城フェス」の実行委員長もこなされております。 

公益財団法人日本城郭協会学術委員会学術委員、文化財石垣保存技術協議会会員、日本城郭

検定公式サポーターなどいろいろされており、お城の魅力をわかりやすく楽しく伝えるをモッ

トーとされております。 

  それでは萩原さん、よろしくお願いいたします。（拍手） 

○萩原氏 皆様こんにちは。ただ今ご紹介をいただきました萩原さちこと申します。今日はお呼

びいただいて、そしてたくさんの方に来ていただいて、とてもうれしく思っております。私は

ふだん東京に住んでいるものですから、少し距離がある場所ではあるんですけれども、初めて

米子でお話をさせていただきます。 

中井先生の後でお話をするというのはかなりのプレッシャーといいますか、おこがましい限

りなんですけれども、また今、大それた感じでご紹介いただきましたが、要はただの城好きな

んですね。見てわかるとおり、何かその辺の小娘が来たなというような、お城好きが高じて手

広くお仕事にしてしまっている者です。 

ですので、聞き応えのある学術的、専門的なお話というのはあまりできないかもしれません

が、とにかくお城は楽しい、何が楽しいのか、そんなところを私の経験談とともにお話をさせ

ていただいて、また、皆様少なからずお城にご興味があったり、もちろん米子城にご興味があ

ると思いますから、どんなところが楽しいのか、そんなところをお話しさせていただければな

と思っています。１時間ほどですけれども、おつき合いいただければと思います。 

  まずは根本的なところですが、城めぐりの楽しみというところですね。今回、「３番勝負！
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ここがすごいぞ米子城」というタイトルでお題をいただきまして、３番勝負で米子城の魅力に

迫っていくわけです。結論から言いますと、３番勝負、全て米子城の圧勝ということになるわ

けですが、その前に導入というか、城めぐりって何が楽しいのかというところをお話しさせて

いただきたいなと思うんですね。 

というのも、どうも最近、お城というものの見えない壁が取っ払われ始めているわけで、中

井先生もおっしゃいましたが、最近、お城に行く方がすごく増えているんですね。私も、かつ

ては城で同じ女性に会うということはほぼ皆無で、ちょっと浮いた存在だったわけですが、最

近はもうそんなことはなく、老若男女問わずたくさん城を訪れるようになって、城への関心、

理解というのがとても深まっているなと感じるところです。 

そして、米子城のような、いわゆる建造物がないお城、こういったものの価値というのも、

私のような素人でも、お城ファンでも何か語り出しちゃうような、そんな時代になっていると

少なからず言えるんじゃないかと思うんですが、やはりまだ、世の中としては天守がないと城

じゃないみたいな風潮があると思うんですね。ですので、もしかして皆様の中にも米子城の魅

力にまだ気づいていらっしゃらず、天守がないからあの城はだめだとか、石垣しか残ってない

とか、そんなふうに思われてる方もいらっしゃるかもしれませんが、そんなことないよという

ところをわかっていただけたらと思います。 

  城の楽しみ方は千差万別なんだって書いてありますけれども、いろんなところでお話をさせ

ていただきますと、皆さんやはり天守がお好きなんですね。せっかくお城に行ったら天守見た

いよっていうのは何となくわかるんですが、城を楽しむコツ、結論を言ってしまいますと、ご

自分なりのツボみたいなところを見つけられるのがいいんじゃないかなと思うんですね。 

私が聞いた話によると、男性と女性は脳の違いがありまして、男性というのは年表を追って

いく、覚えていくのが得意なんだそうですね。なので、割と歴史の得意な方が多いそうです。

これに対して女性というのは、それがあんまり得意じゃない。脳がそうできてますから、しょ

うがないんですね。ですから、そう考えていきますと、男性と女性の城の楽しみ方、歴史の楽

しみ方って違って当然ということになるわけですし、やっぱりお話ししていますと、歴史が苦

手な女性の方、多いんですね。そして、どうも歴史を知らないと城に行ってはいけないという

ような、固定観念が多少あるようにも思いますけれども、決してそんなことはないというのを

強く最初に言っておきたいんですね。ですから、女性の場合は、歴史はわからないけれども、

天守が格好いい、天守きれいだから行きたいという方、圧倒的に多かったりしますね。あっ、

うんうんとうなずいていらっしゃる方、そうですよね。それでもいいと思うんです。それもお

城めぐりのご自身なりのツボの一つですから。 

  私がおもしろいと思いますのは、天守って最初はどれも一緒に見えるんですけれども、見比

べていくと全部違うんですね。お城の究極のおもしろさは、２つとして同じものがないという

ところだと思うんです。今、全国に天守が１２残っています。１２しかないのかなんて思いま

すけれども、１２制覇するのって、そこそこ大変なわけですよ。その１２を見比べてみますと、
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全部違うんですよね。大きさも違う、形も違う、デザインも違う、装飾も違う、それからつく

られている場所も違う、こんなに違うんだってやっぱり気づく。これが一つのおもしろさです。

天守だけでもこれだけ楽しめるわけです。 

  なんですけれども、冒頭に言いましたように「天守イコール城」ではないわけです。この例

えがわかりやすいかどうかわかりませんが、お城というのはディズニーランドみたいなものな

んですよね。いろんなエリア、区画、そういったものが配置されていて、その中心部分に天守

がひとつ、おっきいシンボルタワーが建っているような構造なわけですから、せっかくディズ

ニーランドに行ったのに、シンデレラ城だけ見て帰ってくるというのは非常にもったいない。

いろんなエリアもそれぞれ楽しんで、それからいろんなアトラクションも、もう朝から晩まで

目いっぱい楽しむのがディズニーランドだと思いますが、お城もそんな楽しみ方ができるわけ

ですよね。天守以外にもたくさんの櫓
やぐら

、城門、建物もありますし、区画がどんなふうに配置

されているのか、こういったところですね。間取りとかお好きな方はハマると思います。 

それから、城というのは長い歴史の中で、姿形、つくられる場所、役割がさまざまに変わっ

ていくわけですけれども、やはりいつの時代につくられたのかということと、中井先生もおっ

しゃっていましたが、一つのお城には必ずドラマがあって、つくられてそのままということは

なくどんどんどんどん変化していくものですから、そんなドラマを見るのが楽しいなというの

も切り口のひとつとしてあると思います。 

  そして、いかに姿形が変わっても、やはり軍事施設だというところがいちばんの魅力かなと

も思うんですね。おうちではありませんので、必ず知恵、工夫、そういったものが込められて

います。私がお城を歩いていておもしろいなと思いますのは、いちいち理由があるからなんで

すね。この辺何となく景色がいいから城をつくろうかなということはないわけで、何かしら必

ず意味がある。そんなことを考えるのも楽しみのひとつかなと思っています。そして、与えら

れた役割とか、天守ひとつとっても、つくった人のセンスですとか、あとは懐具合ですとか、

そういったものがリアルに反映されるのもおもしろいところかなと思います。 

  あれこれ全部、歴史も知って、立地も覚えて、構造もいろいろ知らなきゃいけない、設計も

読み解いていかなきゃいけないと考えていくと大変なので、いろんな楽しみ方の中で、ご自分

でここの部分、このポイントが気になるなというところをひとつ見つけていただいて、まずは

ご自分なりのツボ、私はこういう見方が好きだというところを発見して見比べていただくと、

城の本質、横顔、こういったところが見えてくるんじゃないかなというふうに思っています。 

つまりは、お城めぐりにルールはありませんので、自由に歩き楽しむことをしていくと、皆

さんなりの楽しみもあって、私もそういう方の、自分にはない視点での見方っていうのを聞く

のが楽しいものですから、そんなふうにして城を楽しんでいけるといいんじゃないかなという

ふうに思っています。 

  前置きが長くなりましたが、そういった楽しみ方の中で、今日はキーワードを３つ上げて、

それを３番勝負として米子城の魅力に迫っていきたいと思います。 
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まずは、キーワード①「眺望」です。これは米子の皆さんには見なれた風景かもしれません

が、とにかく米子城は、全国の城の中でもトップクラスの眺望のよさかと思います。先月久し

ぶりに登らせていただいて、本丸のところにある登城ノートみたいなのを見てましたら、皆さ

ん、景色がいい、景色がいいって書かれているんですね。私もつい書いてしまいましたけれど

も、書きたくなってしまうほどの眺望のよさっていうところかと思います。 

  さて、眺望からどんなことを想像したりして楽しめるのかっていうところをお話ししたいの

ですが、まず、眺望がいい城というと、中井先生のお話にもありました、竹田城ですね。この

雲海に浮かぶ天空の城、有名になり過ぎて、人が行き過ぎて遺構が壊れるという状況で、あま

り紹介したくないんですけれども、こんなふうに雲海に浮かんで、山上、標高３５３メートル

でしたか、その上に築かれた石垣が頭を出すと。眺望という意味では、城を見る眺望ですけれ

ども、その風景が有名になりました。 

そもそも何でこんなふうに見えるのかというところですね。それは竹田城が独立した山塊に

築かれているからなんですよね。周りに何もないところの独立した山につくられているからこ

んなふうに見えるわけで、これってあまり気にとめませんけれども、すごく重要というか、根

本的なところなわけですよね。つまり、この竹田城の場所ですね、そして役割、こういったと

ころがこの眺望から連想していけるんじゃないかなというふうに思います。 

  今でいうと姫路からぐうっと上に播但道を上がってきたところ、但馬
た じ ま

と丹波
た ん ば

の国境に竹田城

があって、ここは但馬街道と山陰道が通る場所でもあり、但馬街道を南下すると姫路、山陰道

を西に行くと豊岡、鳥取、東に進むと福知山という場所なわけですけれども、この竹田城の石

垣がつくられたのは１５８５年に入った赤松
あかまつ

広
ひろ

秀
ひで

以後になりますが、もともと竹田城の発祥を

見ていきますと、１５世紀半ばなんですね。但馬守護の山名氏と、それから播磨
は り ま

守護の赤松氏

の軍事衝突がきっかけというふうに言われているわけです。つまりは、すごく大事な場所にあ

るということなんですね。 

米子城が築かれた時期より少し前の時代になりますから、高い山城につくられてたっていう

ことになりますが、やはりそういった立地面ですね、これがすごく重要になってきた。だから、

見晴らしがいいのは当然なんだということがわかるわけです。これは本丸、天守台から見た眺

望ですけれども、朝霧が晴れますと街道というか、城下のほうが丸見えになりますから、軍事

施設としてのこういった眺望というのが堪能できるわけですね。あまり雲海だけに気をとられ

ずに、何が見えるのかっていうのを考えていくと、お城の役割というか背景が見えてくるとい

うことになると思います。  

お城の役割、目的というところの話をしていきますと、少し時代が飛びまして、近世ですね。

播但のずっと南下したところにある姫路城ですけれども、これはとにかく美しい城、見ばえの

いい城ということで、日本でいちばん有名なんじゃないかなと思いますが、この姫路城あたり

になってくると、今度はつくられる場所も変わってくるわけですね。 

関ヶ原合戦の翌年だから、１６０１年に築城開始されますので、やはりつくられる場所は、
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高い山ではなくて、少し標高の低い小高い山になってくるわけですけれども、そうするとお城

にも変化があって、今度は、天守がつくられるようになるんですね。役割でいいますと、大坂

城ではまだ豊臣秀頼が健在ですから、大阪を取り囲むように主要な街道の周りに城をつくって

いった、いわゆる軍事拠点のひとつというふうに言われているわけですね。 

  この辺はすごくおもしろいなと思いまして、城下からの眺望といった意味でいいますと、や

はり天守というのは象徴の役割ですね。こういったものが中世から近世に変化していくお城の

中で生まれてくるわけですけれども、天守というのはシンボルタワーであって、けんらん豪華

さ、権力、財力の象徴として敵を屈服させるような、そんな側面が城に生まれてくるわけです。 

しかし、本来の役割を考えていきますと、やはり重要な軍事拠点ということですね。姫路城

の天守も見ていきますと、街道上にありつつも、やっぱり戦う気はすごくあるわけですよね。 

象徴としての側面、それから軍事施設としての側面、そういったものが入り混じってくるよう

なところがありますが、特に江戸時代といいますか、１６００年を超えますと、象徴としての

色が濃くなってるんじゃないかなというところがあって、そこがすごくおもしろいと思います。 

  このあたりは、後ほど中井先生ともお話をしたいなと思っているんですが、何が言いたいか

といいますと、米子城の眺望からどんなことを思えるのかというところです、竹田城にあるよ

うな軍事的な側面もありつつ、姫路城にあるような、何か見せるような側面、これも共存して

いるのが米子城の魅力なんじゃないかなと思うんですね。 

ものすごくいい眺望ですけれども、これは中井先生が先ほどお話しされたように、やはり海

というものをすごく意識しているわけです。それは軍事施設としての立地がすごく重要になっ

てきて、海を取り囲むような、海を味方にするような、そういった城づくりをしているわけで

すけれども、米子城を歩いてみますと、やはり米子城そのものを象徴とするような、見せてい

くような、何というんでしょう、城下からも見える、城そのものを、山そのものを美しく見せ

るような、そういった意図も感じるわけですね。そんなところを感じられるのが米子城の眺望

のおもしろさかなというふうに思っています。 

  あとは単純にこの眺望の魅力なんですけれども、竹田城のような中世の城に行くと、一部分

からの景色はけっこうよかったりするんですね。街道からの敵の進軍に気づくため、山そのも

のが監視台になっているわけですから、敵が攻めてくる方に向けてやはり眺望がよくなってる

わけですよね。ですので、今も登ると、あっ、こっちの眺望はいいなっていうのはあるんです

が、米子城の場合は、３６０度ぐるりと眺望がいいんですよね。これはすごく違いとしておも

しろいなと。つまりは、３６０度ということは、どこから見てもきれいに見えるようにつくっ

てあるんじゃないかなと、すごく私は感じるんです。周りからもよく見える、城からもよく見

える、これはすごく気になるところではありますね。 

  木がもうちょっとないとうれしいなといつも思いますけれども、皆さんもよくご存知のとお

り、市内のどこにいても、米子城がどこにあるかがわかる。この存在感のすごさっていうのが

米子城の本質っていうものを物語っているんじゃないかななんていうふうに思っています。 
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深浦のところは、後ほどお話をしたいと思いますけれども、ここもまた違った風情があると

いうか、少し閉鎖的な感じで、ここから毛利水軍が出ていったのかななんていうのを想像して

いるところですが、商業のための外堀のところとはやっぱりちょっとイメージが違うわけです

よね。 

これは米子城に掲げられている案内看板をそのまま写真に撮ったものなんですけれども、私

は３６０度、海以外の眺望がいいのも米子城の魅力だと思っているんです。おもしろいなと思

いますのは、内堀はもう既に埋まってしまっていますが、この外堀の一部が残っているのと、

寺院が並んでいるのが、本丸から見えるんですよね。こういった江戸時代に入って拡張した城

下が丸ごと見えるっていう眺望、これも全国にそんなに数がないわけで、そのあたりも私は米

子城の眺望の魅力かなというふうに思っています。 

  というわけで、若干こじつけもありますし、話し足りないところもありますけれども、米子

城すごいぞっていうことです。山城としての単純な景色のよさだったり、街道を見おろすとい

う眺望のよさだったり、竹田城、それから姫路城の立地、役割としてのあの場所なんですけれ

ども、今、市街地化していて、眺望がいいかっていったらそうでもない。それに比べて、米子

城というのはやはり軍事施設としての意図もすごくよくわかる眺望でもありますし、また、つ

くった吉川の美意識、そういったものも感じられるような絶妙なロケーションだなというとこ

ろが感じられますので、米子城の勝利ということで、１勝としたいと思います。笑いが起きて

いるということは、ちょっと無理がありますかね。（拍手）あっ、ありがとうございます。い

いです、いいです、もう、そんなもんですから。こんな感じで進んでいきますけれど。 

  次に、キーワード②「設計」です。いわゆる縄張
なわばり

ですね。お城の軍事的な設計のお話ではな

くて、今日、明日、米子城を歩いたときに、どんなところが楽しめるのかっていうお話をした

いと思います。結論から言いますと、米子城というのは古絵図で歩ける城なんですね。これが

私はけっこう感動的だなと思っています。それは今回、中井先生からもお話ありましたけれど

も、今、行われている発掘調査で見つかった登り石垣ですとか八幡台の石垣、それから水手
みずのて

御門
ご も ん

下の郭
くるわ

とその石垣、そういったところも含めて、先月ご案内いただいたときに、私、まさに

この古絵図（フォーラム資料ｐ.４ 図１）を見ながら城を歩いたんですね。すごいことだと思

うんです。最近わかりやすく起こしていただいた測量図ですとか縄張図よりも、この古絵図の

ほうが城を歩いていてわかりやすく、そしてかつての姿を想像しやすいなと思ってしまったん

ですね。こんな城はほとんどないです。私が知る範囲ではないかもしれないですね。これって

すごく魅力的なことだと思うんです。それはすなわち城の骨組みみたいなものが米子城はその

まま残っているからだと思うんですね。 

  そこで、冒頭に言いましたように、建造物が残っていないと城としての価値が下がるような

風潮があると思うんですが、ここに異議を唱えたいと思います。ほかの城、例えばですが、有

名な丸岡城なんですけれども、現存する１２天守のうちのひとつであって、すごくいい天守と

いうか、見応えがあって、わざわざ福井県に行く価値があるわけですが、じゃあ城内を歩くの
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にどれくらい時間がかかるかというと、そんなかかんないんですね。なぜかというと、ぽつん

と天守が残っている状態にほぼ等しいからです。すごくマニアックに見ていきますと、やはり

城の骨組みって残ってますけれども、一般的に観光で行った場合は、今うなずいてらっしゃる

方もいらっしゃいますが、下手したら１０分で終わってしまう、天守なんか見ても３０分くら

いですかね。かといって、お城の周りをぐるぐる歩いておもしろいのかっていうと、ちょっと

そうでもないですね。どうしましょう、丸岡から来た方はいらっしゃらないですよね、怒られ

ちゃいますけれども。これが今の観光マップで、こんな感じだったなって思うんですけれども、

やはりここにぽつんと天守が建っているだけに近い。そして歴史資料館があって、公園にはな

っているけれども、というような現状なんですね。 

これは実は、私の来週発売される本に載せた案内図なんですけれども、撮影ポイントと見ど

ころのポイントをそれぞれ引き出し線を引いて３つずつ上げるというのをやってるんですが、

ものの見事に天守だけに集中してしまうんですね。やはりそれくらい、例えばこの辺にある石

垣が見どころだよっていうのがちょっとないような城になっているわけです。外堀の一部がこ

うやって残っているわけですが、どうでしょう、米子城の残っている一部の外堀と比べて、外

堀らしさの低さっていうところですね。米子城の場合は外堀の一部が完全に中海の方に連結し

ていて、あっ、ここから商業の船が出たんだななんていろいろ想像ができますし、風情があり

ますが、丸岡の場合は、あっ、何か一部残ってるんだなという程度にしかならないというのが

現状かなというふうに思います。 

  こちらは宇和島城ですね。やはりここも天守は現存ではありますけれども、見ていただいた

らわかるとおり、本丸にたくさん建物が残っているのかというと天守だけなわけですね。宇和

島城の場合は石垣もけっこう残ってますし、ある程度歩く楽しみはあるんですけれども、やは

り天守に気をとられて、天守だけを目的として行ったときに、何かすごく達成感があるかとい

うとそうでもないわけです。そうですね、石垣のあたりにも見どころはもちろんあるんですが、

やはり、天守だけに撮影ポイントが重なってしまうような現状があるかと思います。 

  これは長野県の松本城。ここも国宝の天守ですから、見応えがあるわけですけれども、でも、

見ていただいたらわかるとおり、やはり天守周りだけが状態よく残っているということなんで

すね。外堀だったり、外堀のかわりをした堀ですとか、そういった城の構造みたいなところは

見えるわけですから、歩いて楽しい城ではありますけれども、なかなかにマニアックというか、

「ブラタモリ」の世界というか、言われないとわからない、そんなような残り方なわけです。

少し範囲を広げて外堀なんかは別として、本丸、二の丸、三の丸といういわゆる中心部は市街

地化されていて、もう本丸と二の丸の一部しか残っていないような状態ですから、そういった

中で中心部の構造がわかるかというと、なかなかにそれは難しいわけですね。 

そういうところを比較していきますと、この米子城は、本丸、二の丸、三の丸といういわゆ

る中心部の城の構造がばっちりわかるというわけです。そして、この絵図というのが本丸、二

の丸、三の丸あたりをあらわした絵図なんですが、これを見て歩けるということは、ほぼこの
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骨組みは残っているということになるわけで、その辺の残り具合の違いというところが魅力か

なというふうに思っています。 

  構造的なことは、後でまた中井先生にもご質問しようかななんて思っていますし、先ほどお

話がありましたけれども、登り石垣ですとか、３方向に伸びる石塁、竪堀、こういったものを

使っている。そして、今それが見つかって徐々に明らかになりつつあるということは、この江

戸時代に描かれた古絵図の姿に近づいていく、何だかタイムスリップしていくような途中段階

が今、この米子にあるんだなというわくわく感もありますし、それがこれから解明されていく

ということは、この古絵図を持ってより歩きやすくなる、今後充実度が増していくということ

になるんではないかと思います。 

  そういった中で、この古絵図なんですが、色分けがしてありまして、濃くなっているところ

というのは１７３９年段階で確認ができたところだそうなんですね。そして、薄くなっている

ところというのが、状況確認はできているけれども当時は使われていなかったというところだ

そうです。つまり、江戸時代に入っていつかの段階で捨てられたような郭だったり、使われな

くなった部分があって、そういった変遷がここに記されているわけですよね。そんなところで

いいますと、お城の楽しさの一つである城の中のドラマ、変遷、こういったところを見れるの

も米子城のおもしろさかなというふうに私は思っています。 

これは新たに発掘された水手御門の下の２段の郭ですけれども、もちろんそれもこの絵図に

載っているわけです。このときには使われていなかったということで、濃い色がついていない

わけですね。こんなところを歩けるというのもなかなかおもしろいところかなというふうに思

っています。 

  それから、登り石垣ですね。もう皆さんご覧になったでしょうか。ご覧になっていない方は、

明日、お城歩きイベントもありますし是非。米子城のいいところは、今日にでもすぐに登れる

というところなんですよね。こんなにすぐに登れる駅近の城ってなかなかないものですから、

うらやましい限りですね。これは登り石垣で感動している私の写真ですけれども、こんなふう

にずっと登っているということですよね。これがどんな意味をなすのか、先ほどの中井先生の

お話にちょっと質問してみたいななんて思ったところもあるので、この後お話をしていきたい

と思っていますけれども、とにかく先生もおっしゃいましたが、日本で登り石垣が見れる事例

というのは本当に少ないんですね。彦根城ですとか洲本城ですとか松山城、数えるほどしかな

い。そんな中で、新たな登り石垣の城というのが見つかったわけですけれども、私はもう、日

本一の登り石垣と言っていいんじゃないかと思っています。内膳丸の方からつながっていると

すると、２００メートルくらい余裕であるわけで、これほどまでに長大なものがこんなにひっ

そりと鳴りを潜めていたなんて信じられないなと思うところなんですが、そんなふうに新たな

発見があるというところも米子城の秘めたポテンシャルなんじゃないかなと思っています。 

  それから、先ほど言いましたけれども、本丸ですね。城の山の上から内堀跡とか外堀跡、寺

院が立ち並ぶ様子、こういった江戸時代のドラマが見れるところも一つポイントかなと思いま
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す。航空写真に文字を乗せた図（フォーラム資料p.15）を教育委員会からお借りしたんですけ

れども、本丸があって、二の丸、三の丸とすごくわかりやすいと思うんですが、かつての外堀、

内堀というのはこんなふうになっていて、海がもうここまで迫っていたということなんですね。

航空写真でこれができるというのもすごいことだなと思います。どうなっていたのかもわから

ない城が多い中で、こんなふうに構造がよくわかって、多少ここらへんが埋め立てられている

にしても、やはりすごく海を意識した、海に突出したような立地なんだなということが今でも

感じ取れる。これがもう米子城の何よりの魅力なんじゃないかなというふうに思っています。 

  ということで、２番目の勝負も米子城の勝利ということですね。やはり今申し上げたことの

重複ですけれども、古絵図で歩ける全国的にも希有な城であるところ。城歩きの楽しみの一つ

であるドラマ、変遷が歩きながら感じられるというところ。それから城の中心部の構造がよく

わかり、お城だけではなくて城下の方も、すごく専門的な知識がなくても想像できて楽しめる

ところ。これがもう米子城の魅力かなと思います。その３つが、例に挙げた城で簡単にできる

かというと、やはり難しいということになってきますから、そんなところで米子城の勝利とい

うことで、２勝目ということにしたいと思います。（拍手）あっ、いいですね、無理やり拍手

させてるような感じもありますけれども。いいんですよ、今日は私、米子城を盛り上げるのが

役目と考えておりますので。 

  ３番勝負の最後に、キーワード③「石垣」ですね。米子城に最初に来たときに本当にびっく

りしました。こんなすごい城がこんな駅近にあるとは思わなかったのでびっくりしたんですね。

もう明日にでも、今日の午後にでも行けてしまう。これが米子城の魅力だと思うんですけれど

も、そんな中でも石垣の見どころは本当にすばらしいと私は思っています。中井先生からもち

らりとお話ありましたけれども、いろんな石垣が見れるというのが米子城の魅力なんですね。

先ほど言いましたように、お城というのは変遷があって、リフォームなどが繰り返されていく

ものですから、やはり石垣も積み直されていくわけですけれども、米子城はその表情の違いを

歩きながら楽しく知ることができる城なんじゃないかなというふうに思います。 

  おなじみの、本丸に上がったところの４段の石垣ですけれども、よく見ると積み方の違いが

あるんですね。先ほど中井先生からお話があった、積まれた時期の違い、築城の違いというと

ころが如実に反映されているわけなんですけれども、同じただの石の壁に見えましても、積み

方ってだんだん変わってくるんですね。単純に言うと、表面加工するようになってどんどんど

んどんきれいになっていくということだと思うんですが、ほとんど成形しないまま積んだ

野面積
の づ ら づ

みから打込接
うちこみはぎ

、先ほど矢穴があるものは打込接になりますよというお話がありましたけ

れども、表面加工するようになってきれいになって、でもまだすき間があいてしまうので、小

石を詰めていくようなことをやって、それがさらに発展すると切込接
きりこみはぎ

という、パズルのような

きれいな石組みになっていくわけですね。普通に考えて、時代が進めばきれいに加工する技術

ができてきたんだなということになるんですが、学術的なことは抜きにして、こんな石垣の表

面を見ていくだけでも楽しいですよね。米子城というのはよく見ていくと、本当にいろんな表
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情の石垣があって、すごくおもしろいんです。積み方が違うっていうことは違う時期に積まれ

たのかな、どっちが新しいのかな、いつ積まれたのかな、こんなふうに考えていくだけで、き

っと米子城に５時間くらいいれるんじゃないかと思います。それは言い過ぎかもしれませんけ

れども、そんな楽しみがあるわけですよね。 

  余談ですけれども、石垣を見るときに、隅の算
さん

木
ぎ

積
づ

みというのを見ると、古さがわかるんで

すね。これ、算木積みの構造をイラスト化したものですが、石垣の隅っこって単純に直方体の

石を積んでいくのではなくて、こんなふうにかませて積んでいく。重さが分散していきますか

ら強度が高まるということになりますが、算木積みも最初から完成しているわけではないので、

やはり加工精度、完成度、これを見比べていくと、新しい石垣なのか、古い石垣なのかという

のがよくわかるわけです。 

  ちょっと算木積みのお話をしますと、完成した方から見ていただくと、ものすごくきれいな、

イラストに近いものだということがおわかりになるかと思います。ほぼ同じ大きさ、形に成形

した直方体をかませて積んでいくわけですけれども、すき間もない。算木積みというのは、一

番下の石というのは斜めに差し込むように積んでいくものですが、当然ながら天端
て ん ば

、てっぺん

ですね、というのは垂直、水平じゃなきゃいけない。上に建物を建てますから、真っすぐ水平

じゃなきゃいけないわけで、直方体を積んでいってもこうはならないわけですよね。どこかで

角度調整をしないとすき間が生じる。すき間が生じていないということは、この石は直方体で

はなく１１０度くらいの開きがあって、調整しながらということになるので、なるほど技術が

あるんだなということになるわけです。 

それから、石垣の隅っこというのは直角ではないものですから、直方体を積むとこの石の左

右の部分ですね、これが入り組んだような、入り込んだような形に必ずなるわけで、そうなっ

ていないということは、左右にも少し開きがあるわけです。ですから、この石を取り外したら、

きっと直方体ではなくて、横も上下も１１０度ぐらい開いた、そんな不思議な形をしているは

ずなんですね。こうなるためには、ずれもなく、食い込みもなく、そういう技術が発展したん

だなって思うわけですけれども、そういった目で見ていきますと過渡期のものは、ちゃんと算

木積みにはなってますが、やはり石の大きさが不揃いだったり、間にちょっと小石を詰めてい

たりというところで、少し見ばえが劣るわけです。さらにこの一番左を見ていただくと、もう

完全に石の大きさもばらばら、それから食い込みやすき間が激しいということになりますから、

なるほど左、真ん中、右と発展していったんだななんてことがわかるわけです。 

  しかし、これよりさらに未発達なものもあるわけで、ファスナーみたいにちょっとかませて

いるような石垣もあったりして、そんな発展段階を見ていくと、石垣がいつつくられたのか、

新しい、古いなどがわかるわけですから、ちょっと覚えておくと、お城へ行ったときに通ぶれ

るというところもありますね。積む技術の差にもよりますので、何年以降は算木積みが発達す

るとか、完成するとかいうのはちょっと言えないとは思うのですが、やはり１６０５年ですと

か１０年ぐらいですと、もうほぼほぼこういった算木積みにはなっているのかなという印象を
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受けます。 

この完璧な算木積み、私は日本で一番きれいな算木積みだと思っているんですが、これは江

戸城の天守台なんですね。江戸城の天守台というのは明暦の大火後に積み直しをされています

ので、１６５９年ですね。ですから、かなり新しい、江戸時代に入ってからのものということ

になります。そんなことも踏まえながら米子城を歩いていただくと、隅角ですね、隅っこの石

の精度なんかを見ていくと、新しいか、古いかなどの判断基準になるんじゃないかなというふ

うに思います。 

  この写真は江戸城ですね。東京から来たもので、江戸城もなかなかいい石がありますが、ち

ょっと宣伝しておこうかななんて思ってます。後で中井先生ともお話ししたいなと思ったのが、

関東にいる人間としては、こちら西国の城の発展というのはやはりおもしろいなということで

す。置いてけぼりの関東では秀吉につくらされてる城なんていう概念はないな、とかいろいろ

思いながら聞いていましたが、天下普請でつくられた、徳川のお城ですので、これもまたなか

なか見応えがあります。東京にいらしたら、ぜひ遊びに来てください。 

  これは姫路城。何で姫路城をあげたかといいますと、やはり慶長６年（1601）に築城を開始

されているということなんですね。全国のお城というのは、１６００年前後が圧倒的に多いよ

うな印象を受けます。近場でいいますと松江城。これも関ヶ原合戦後ということになりますか

ら、要は何が言いたいのかというと、米子城の石垣、古いぞっていうことなんですね。 

  さて、米子城の話になるわけですけれども、フォーラム資料（p.13）にも簡単に、「さまざ

まな時期の石垣が残る」と書いています。吉川、中村、幕末、近代と残っている。まるでクイ

ズ大会のように、歩いてみるとおもしろいんじゃないかなというふうに思うわけですが、そう

ですね、この四重櫓のつけ根のところの石垣ですね、見ていただくと、こちら側の表情とこち

ら側の表面の表情と違うのがわかるかと思います。こっちの方がちょっとすき間もあるし荒々

しい。こっちは何かやけにきれい、ぴちっと成形されているというところで考えていくと、あ

っ、ここの石垣とここの石垣は違う時期に積まれたんだなということが浮かび上がってくるわ

けで、隅も見ていただくと、ものすごくきれいに角っこを揃えているわけですよね。 

こういったところを見ていくと、石垣の積まれた時期の違い、築城の違いというところがわ

かるわけです。よくよく見ると、天守の上の方もちょっと違うんですよね。そのまた上の４段

目も違うというところで、このへんはおもしろいなって思います。それから、この四重櫓は幕

末というふうに考えられているようですけれども、あっ、やっぱり新しいんだななんていうふ

うに納得しながら見ていくとおもしろいんじゃないかなと思います。これがアップにしたもの

ですが、やっぱり表面がすごくきれいに加工されていて、隅もぴったりくっついているという

ところですね。 

  今、見ていただいたものに、この四重櫓の隅石に対して、ちょっと暗いですけれども、こち

らの隅角を見ていただくと、違いは明らかなんじゃないかなというふうに思います。石がまだ

不揃いでもありますし、算木積みもイラストのように均等に算木になっていないというところ
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ですね。私、この石垣けっこう好きだなと思ったんですけれども、いつの時代なんでしょうか。

私は吉川じゃないかなと一瞬思ったんですけれども、そんなところの違いを見ていくのもおも

しろいと思います。 

  それから、登り石垣ですね、先ほど熱く語ってしまいましたけれども、やはり登り石垣の希

少性ですね。残存例の少ない中での希少性というところで、今はただすごいすごいって言って

るだけですけれども、やっぱり米子城を語っていく上ではすごく重要なファクターになってく

ると思いますから、登り石垣から解明されていく米子城の実態ですとか城づくりの概念とか、

そんなところも今後明らかになったりしていくでしょうし、私たちもここから想像できること、

想像する楽しみというのが増えていくんじゃないかなというふうに思っています。 

  これは、矢穴ですね。矢穴をあける途中段階の石が米子城に残っていて、だから何だと思わ

れるかもしれませんが、フォーラム資料の中に矢穴のあけ方というか、石の割り方が載ってま

したけれども、この矢穴のあいてる途中の部分が残っている石があるのにはすごく感動しまし

た。（p.20）先ほど中井先生からもお話がありましたが、ミシン目のように、切り取り線のよ

うに穴をあけて、ここに力を加えてぱかっと割っていくわけですけれども、この穴をあける途

中段階のものが残っているというのもおもしろいななんて思いました。端っこから順番にあけ

ないんだなとか思いましたけれども、そのへんも見ていきます。これがどこにあるのかはあえ

て言いませんけれども、探していただくとおもしろいと思います。意地悪しちゃいますけれど

も（「意地悪」と呼ぶ者あり）、こういうのを自分で探すのが楽しいじゃないですか。どうして

も知りたい方は、こっそり後で聞いてください。 

  さて、ということで結論、３番勝負ですね。どっちが勝つのかわくわくしながら聞いていた

だいたと思いますけれども、石垣、これも米子城の勝利というところですね。ちょっと金沢城

のお話を飛ばしてしまいましたが、金沢城はいろんなおもしろい石垣、いろんな積み方の石垣

が見れる、石垣の博物館なんて言われてますけれども、これも江戸時代に入ってから積まれた

ものということになりますから、いわゆる始まりの古さ、吉川時代から徐々に江戸時代に入っ

ても積まれていく変遷を見る、そういった視点でいいますと、やはり米子城というのは見どこ

ろがあるんじゃないかなというふうに私は思っています。 

  さて、３番勝負、自分でもひどかったなって、今、思ってますけれども、とにかく米子城は

すばらしいというところですね。私もやはり歩くのが楽しい城、こんなに歩くのが楽しくて、

しかも気軽に歩ける城、それから閉鎖的ではないというところが米子城の魅力かなと思います。

城下からも見えて、何かすごくシンボルだったんだななんていうところも感じさせますし、外

から見てもすばらしい、中を歩いてもすばらしい、何時間歩いてもいろんな意味で楽しめる。

これが米子城の魅力かななんていうふうに思っています。 

何が言いたかったんだかよくわからないと思われたかもしれませんけれども、お時間になり

ましたので、私の話はこれまでとさせていただきたいと思います。１時間近く聞いていただき

まして、どうもありがとうございました。（拍手）  


